
（バイオフォトン
を産生する
ニューロン）

←左の写真は、ヒトの手（左側）とアズキの根（右側）から放射されるバイオフォトンが捉えられた写真である。白色～
橙色などに光って見えている点がそうである。

ヒトを含めた生物の体からは、その生物が生きている限りは、常に微弱な光が放射されている。肉眼で見えるほどの
強度の光は〝波〟としての性質が強いが、微弱な光、特に光電子増倍管という特殊な装置でしか検出できない光は
〝粒子〟の性質が強くなり、それは〝光子（フォトン；photon）〟として検出される。そして、生物から放射される光子
は〝バイオフォトン（biophoton）〟と呼ばれている。また、その発光は〝極微弱生体発光〟と呼ばれることもある。

細胞はバイオフォトンをも使ってコミュニケーションを取っている

（出典：九州大学）

健康な細胞と、ストレス状態にある細胞では、発せられるバイオフォトンの
強度や波長（色）が異なる。この変化は、単に結果であるというだけでなく、
細胞同士の情報交換のツールとして使われている可能性がある。
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強度
や波長
の変化

（原図の出典：Advanced Technology in Neuroscience 1(2):p 201-210, December 2024. ）

（原図の出典：Neural Regen Res. 2021 Nov 12;17(6):1251–1252 ）

<作成：stnv基礎医学研究室>
ニューロンはバイオフォトンをも利用して他のニューロンと情報交換を行っている。通常の
情報交換は軸索を通じた電気的なパルスであるが、光子による情報交換は軸索が無くて
も可能であり、しかも高速である。
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て色々と異なった波
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